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1 魔術的リアリズム 1925 年美術史家フランク・ローが使用。特定の潮流ではなく、ドイ
ツのノイエ・ザッハリヒカイトやシュルレアリスム、ウィーン幻想派など、極めて高い再
現性を用いて幻想的な効果をねらう具象絵画について用いられる。『岩波 西洋美術用語辞







第 1 章 仮面 
Ⅰ 私にとっての仮面 －感情を抑圧するペルソナ－ 









































レオン・フレデリック『夜』1891 年 油彩／カンヴァス 70×54.5cm ゲント美術館 

























































3  殺人ピエロ事件（ゲイシー事件） 1972 年から 1978 年の間にジョン・ウェイン・ゲ
イシーが 33 人の若い男性を殺害した。地域活動に熱心で、仕事の合間に道化師の格好をし
て入院中の子供たちを励ましたり、パレードに参加したりしていた。『FBI 心理分析官 2』






































4 『創造する無意識』C.G ユング（1875‐1961）松代洋一訳 株式会社平凡社 1996 年 























Ⅲ 日常と非日常  

























る。絵画の背景についての例は第 3 章第 2 項で挙げている。 
  
左：ピーテル・ブリューゲル『子供の遊戯』1560 年頃油彩／板 118×161cm ウィーン美術史美術館 



































































左：ヨハイン・ハインリヒ・フュースリー『夢魔』1781 年油彩／カンヴァス 101.6×127cm デトロイト美
術館 






















































8 ジークムント・フロイト『フロイト全集 17』『不気味なもの』須藤訓秀／藤野寛訳 岩








左：ミレイ『オフィーリア』851－1852 年油彩／カンヴァス 76.2×111.8cm1 テート・ブリテン美術館 
右：鏑木清方『金色夜叉挿絵 お宮水死の図』1902 年 
 




















































































左：林浩美『蜂』2012 年油彩／木製パネル 60.6×50cm 
右：クラナハ『ヴィーナスとクピド』1530 年代油彩／板 81×55 ㎝ロンドン・ナショナルギャラリー 
  
左：林浩美『現実』2012 年油彩／木製パネル 41.0×31.8 ㎝ 












る人間は、社会に溶け込んで潜んでいる。2019 年 8 月までの自殺者数は 1 万 3 千 538 人で、




























林浩美『can not love』2015 年油彩／木製パネル 117×117 ㎝ 
 













林浩美 2015『ため息は蝶になって』油彩／カンヴァス 162.0×130.3 ㎝ 
















林浩美『悲しい夢をみたあとには』2015 年 油彩／木製パネル 194×130.3cm 

























































































































バルデス・レアル『この世の栄光の終わり』油彩／カンヴァス 270×216 ㎝サンタ・カリダー施僚院 
 





























左：カラヴァッジョ『ホルネウスの首を斬るユディト』1595－1596 年 145×195cm ローマ国立美術館 























   








左：『アクロポリスのコレー』前 510 年頃 大理石 0.55 ㎝アテナイアクロポリス美術館 























12 美術手帳 2017 年 3 月号 インタヴュー『エリザベス・ペイトン 描くことと生きる
こと』 
エリザベス・ペイトン展『ELIZABETH PEYTON STILL LIFE 静｜生』2017 年 Hara 




















   
マルレーネ・デュマス『スカーレット』2005 年油彩／カンヴァス 60×50 ㎝個人蔵 


























































左：シャルダン『二匹の兎』1755 頃油彩／カンヴァス 44.2×53.5 ㎝ピカルディー美術館、アミアン 









































































































































パブロ・ピカソ『科学と慈愛』1897 年 197×249.5 ㎝ピカソ美術館 






























































































































18 第 2 次世界大戦 1939 年 9 月 1 日－1945 年 9 月 2 日 







左：モランディ『静物』1946 年油彩／カンヴァス 30.0×47.8 ㎝国立近代美術館ローマ 





























左：カラヴァッジョ『果物籠』1599 年油彩／カンヴァス 46×64 ㎝アンブロジアーナ絵画ミラノ 

































   














































左：林浩美『潜伏』2012 年油彩／カンヴァス 41.0×31.8 ㎝ 


































































   






右：石田徹也 2001 年（タイトルなし）130.3×194.0 
 
21 石田圭子『〈傷〉（トラウマ）としての絵画？―アンゼルム・キーファーとナチスの記憶













 2011 年 3 月に発生した東日本大震災による原発事故で、爆発した第 1 原発から 10 キロ











 東京で活動するアーティスト集団である Chim↑Pom が、津波と原発の被災地で撮影し
た映像作品が物議を醸した。現地で円陣を組み、「被ばく最高！」などと叫ぶという映像で
ある。これは、画家である会田誠も指摘する通り被ばくに対してのアイロニーだ。この映





























































































































林浩美『死灰また燃ゆ』2020 年油彩／木製パネル 89.4×145.5 ㎝ 
51 
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